






研究目的 

新生児集中治療の発達と産科管理の向上により新生児死亡は著しく減少したが,その中で

頭蓋内出血による死亡および後障害は未だ減少せず,相対的には増加の傾向すらある。また

死亡に致らなくとも神経学的予後は悲惨である。しかし頭蓋内出血の成因については不明

なことが多くまたその管理法についても確立されたものはない。そこで我々は頭蓋内病変

の経時的なモニターとして,あるいは頭蓋内環境を変化させるファクターを知る意味で大

泉門圧として脳圧を測定した。今回は正常新生児の正常値の検討を行い,頭蓋内出血時の大

泉門圧値の変化を検討した。 


